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私の提言

太
田
さ
ん
は
（
社
）
日
本
自
動
車
工
業
会

の
高
齢
者
交
通
安
全
教
育
推
進
委
員
会
の
委

員
と
し
て
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
交
通

安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
い
き
い
き
運
転
講

座
」
の
開
発
に
携
わ
っ
た
。
太
田
さ
ん
が
監

修
し
た
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
目
の

１
つ
「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」（
１
面
参

照
）
は
、
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
応

用
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
法
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
考

案
さ
れ
た
交
通
安
全
教
育
の
方
法
で
、
日
本

に
お
け
る
「
他ひ

人と

の
振
り
見
て
、
我
が
振
り

直
せ
」
の
考
え
方
に
通
じ
る
。
太
田
さ
ん
は

10
年
前
に
共
同
研
究
の
た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
滞
在
し
た
際
、
副
題
に
「
上
か
ら
押
し

つ
け
な
い
、
教
え
込
み
で
な
い
教
育
の
方
法
」

と
あ
る
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
法
に
出
会
い
、
日
本

に
紹
介
し
た
。

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
方
法
は
参
加
者
が
事
前

に
自
分
の
運
転
を

評
価
し
て
か
ら
、

ト
レ
ー
ナ
ー
が
速

度
超
過
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
実

態
を
デ
ー
タ
で
提

示
し
て
、
参
加
者

同
士
で
話
し
合
っ

て
終
わ
る
と
い
う

内
容
で
し
た
。
随

分
と
簡
単
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
本
当

に
効
果
が
あ
る
の

か
と
思
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
参

加
者
が
速
度
を
落

と
し
た
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率

が
上
が
る
と
い
う

効
果
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
こ

の
時
の
ト
レ
ー
ナ

ー
の
役
割
に
着
目

し
ま
し
た
。
客
観
的
な
情
報
の
提
供
と
聴
き

役
に
徹
し
、
教
え
込
む
こ
と
は
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
」。

日
本
に
取
り
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
改
良

が
加
え
ら
れ
た
。
参
加
者
に
提
示
す
る
デ
ー

タ
を
ビ
デ
オ
映
像
に
し
て
、
内
容
も
一
時
停

止
の
場
面
な
ど
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

他
人
の
運
転
の
映
像
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

自
身
の
運
転
の
映
像
を
見
せ
る
と
い
う
「
我

が
身
振
り
見
て
、
我
が
振
り
直
せ
」
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
つ
く
っ
た
。「
い
き
い
き
運
転
講

座
」
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
普
及
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
本
来
の
「
他
人
の
振
り
見

て
」
の
方
式
を
採
用
し
た
。

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
１
９
８
０
年
代
に
ク

ル
マ
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
時
に
態
勢
を
立
て
直

す
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
ら
、
か
え
っ

て
事
故
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
ス
キ
ル
が

実
際
よ
り
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
と
過
信
し

て
事
故
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
か

ら
自
分
の
姿
を
正
し
く
評
価
す
る
能
力
│
自

己
評
価
技
能
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

が
出
て
き
て
、
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
法
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。『
い
き
い
き
運
転
講
座
』
に
取
り

入
れ
た
ね
ら
い
も
、
参
加
し
た
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
他
人
の
運
転
す
る
姿
を
見
て
、
自
己

評
価
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
」。日

常
の
運
転
行
動
で
難
し
い
の
は
カ
ッ
と

な
っ
た
時
、
あ
せ
っ
た
時
、
安
全
行
動
を
保

つ
た
め
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
運
転
し
て
い
る
自
分
を

第
三
者
と
し
て
見
て
い
る
自
分
を
想
定
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。「
自
分
を
外
か
ら
眺
め

る
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
運
転

適
性
を
管
理
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
」。

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
法
の
も
う
１
つ
の
特
徴
に
、

自
己
評
価
を
指
導
者
が
主
導
す
る
の
で
は
な

く
、
話
し
合
い
の
な
か
で
自
分
の
姿
を
振
り

返
り
、
自
ら
気
づ
い
て
い
く
と
い
う
参
加
型

の
手
法
が
あ
る
。「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
で

は
、
話
し
合
い
の
進
行
役
も
参
加
者
の
中
か

ら
選
ぶ
。「
こ
の
教
材
の
画
期
的
な
と
こ
ろ

は
、
誰
で
も
話
し
合
い
の
進
行
役
が
で
き
る

よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
た
こ
と
で
す
。

専
門
家
で
な
い
方
が
で
き
る
の
か
と
い
う
疑

問
も
当
然
あ
り
、
検
証
も
行
い
ま
し
た
。
一

通
り
や
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
な
り
に
参
加
者

は
自
己
評
価
が
で
き
て
い
ま
し
た
」。「
い
き

い
き
運
転
講
座
」
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自

己
評
価
技
能
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の

有
効
な
教
材
だ
と
、
太
田
さ
ん
は
話
す
。
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる 第●回 先行右折トラックがいる時（二輪車）
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あなたは青信号の交差点にさしかかっています。
前方のトラックは交差点で右折するようです。
このような場面では、どんなことに注意しますか？

どのような危険がありますか？
□①トラックはあなたの進路をじゃませず右折する
□②前方のトラックが右折をやめ、急に直進して、あなたの進路が狭くなる
□③トラックのかげに、右折しようとしている対向車がいる

どんな運転をすればいいでしょうか？
□①トラックの動きに注意して走り、横を通過したら少し加速する
□②トラックの左脇から、できるだけ早く交差点を通過するために加速する
□③右折してくるクルマを予測しておき、右折車が出てきてもすぐに止まれるスピードで走る

▼

※「解答・解説」と「交通場面のイラスト

（カラー・A4版）」は下記SJのホームペ

ージでご覧いただけます。またPDFフ

ァイルもダウンロード（無料）できます。

【使用上の注意】
●営利目的での利用はおやめください。
●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用
はおやめください。
●その他、使用に関するご質問はお問い合わせくだ
さい。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736

q少人数のグループをつくります。

w「交通場面のイラスト」を見ながら、

Q1、Q2について意見を出し合います。
eその後、「解説※」を参考にして、どん

なことに気をつけて運転すればいいか

再び話し合ってください。

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/sj/

活用方法

今回のKYTの題材は、Hondaの
危険予測トレーニング教材「交
通状況を鋭く読む～危険予測ト
レーニング（二輪車用）」から抜
粋しています。詳細については
以下ホームページ参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/training/

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受
性を育てるための題材を提供します。今回は二輪車のライダーに、トラックの脇を通過する際の危険を考えてもら
うためのKYTです。企業／団体などでのグループ教育の学習の中で活用してください。

Q1

Q2

正解を１つ、または
２つ選んでください

○本田技研工業（株）C
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